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出会いと別れ 
みなさん、いかがお過ごしでしょうか。やはり春といえば出会いと別れの季節ですよね。今月は少し私の平日働いている

日本語学校での経験をご紹介したいと思います。私は、平日日本語学校で日本語を外国人に教えているのですが、6ヶ月

担任をした私のクラスの学生も遂に 3月の末に卒業しました。４月から学生たちが専門学校や大学へ羽ばたいていくのだ

と思うと、嬉しさ半分、心の中がぽっかり空いてしまったような気持ちが半分という感じです。今回はもう 3年目の担任

の年ということで自分の中でも少しずつうまくできていると思っていた矢先出会った今回のクラスは本当に今までで一

番大変なクラスでした！中・韓・ベトナム・ロシアミックスのクラス。そして 80%が進学希望という責任重大な学期で

した。ただ、私のクラスは、進学希望にもかかわらず、成績がほとんど足りない人ばかり。成績ばかりか、出席率（留学

生にはVISA更新の為の大切な数字）も足りない学生がほとんど。まずは、モチベーションを上げさせて、学校に遅刻せ

ずに来ることから・・。やっと来たと思ったら、授業中も携帯いじりに夢中・・・やれやれ本当に先が思いやられました。

もうみんな 20 歳以上なのにどうしてという気持ちもありました。でもこのクラスに最初に当たって決めたこと。それは

「彼らは大人なんだから、最後まで大人として敬意を持って接すること」「どんな学生に対しても授業の準備は教師の責

任」。時には彼らの態度にイライラして、くじけそうになり、もう笑顔で授業ができないと感じたこともありましたが、

少しずつでも変わり始めている学生も出てきて、なんとか踏ん張りました。2月中旬なんとか進学希望者全員の進学先が

決まり、3月末、最後の授業。最後の授業にやったのは１分間スピーチ。テーマはなし。私の中で 6ヶ月の不満ばかりだ

ったらどうしようという少し怖い部分もありました。が、蓋を開けてみたら、20 人のクラスほとんどが「卒業するのが

寂しい。みんなと出会えてよかった」という内容を話しました。それだけでも少し嬉しかったのですが、「先生のクラス

になって勉強が楽しくなりました」「先生、最後まで厳しくしてくださってありがとう」ということを言ってくれた学生

がいたことに驚いて、不覚にも泣きそうになってしまいました。ちょっと怒りすぎたかなと思うことや、授業内容も反省

ばかりでしたが、学生にはちゃんと少しは届いていたと思うと、素直に嬉しかったです。今回も感じたのは、やっぱり私

は言葉を教えることを通して人と触れ合うことが大好き！そして、勉強して自分が学んだ言葉でいろんな人とコミュニケ

ーションができることがこんなに素晴らしいことだと学生に知ってほしい。そして、これからももっと自分自身も勉強し

たいと思います！ さて、新しい出会いも待っているこの季節！気合い入れていきましょう！            Chiko 

第 4回(中篇) 喜多川泰の親学塾 人との出会い 自分との出会い 

1 月 24 日、喜多川泰の第四回親学塾に行って来ました。この講座はもともと喜多川氏が代表を務める学習塾『聡明舎』

（横浜市瀬谷区と大和市にある小中高生向けの学習塾）で掲げる「生きる力を育てる教育」を行うための保護者向けの

講座でしたが、この講座の評判が高く学校の先生方や他の地域の保護者からも受講したいとの声を受け、2011 年から

一般向けに全国で開催されるようになった講座です。親学塾のコンセプトは「大人が楽しく学ぶ機会」。語学力UP に

チャレンジする皆さんにもお役に立つと思い講座内容の概略を小林がレポートして参ります。文中の「僕」は喜多川泰

さん本人。斜体の文は小林のナレーションです。 第 4回目の親学塾は「人との出会い 自分との出会い」というテー

マについての話でした。前中後篇の 3回に分けてご案内いたします。今回は後篇です。 
  

前回の内容のおさらい 1日区切りで生きるという考えをベースにしながら、そしてその 1日を楽しむと決める。そし

て小さいことでいいので自分との約束を守り続ける。すると自分に自信がわいてくる。自分に自信がわけば、自分は何

でもできるということに気付ける。一方で僕たちは他人との約束を守り生きている。この感覚はみんなで何かをやって

いるという習慣の中から育まれる。どんなに小さくても自分の夢や目標を達成するためには、自分一人だけの力ではな

く色々な人に協力してもらっている。この前提を意識できれば、上手に助けられる人になろうと考え、色々な人との出

会いが生まれてくる。その為の大切な教育として長所と短所がある。こんな内容でした。それでは以下続きに入ります。 
  

長所と短所 長所と短所はすべての人の中にあります。完璧な人はいません。長所も短所もたくさんあります。長所が

あると思うと、伸展型教育をします。もちろんこれもいい、悪くない。だけど、「長所」伸展の意味に気をつけないと

いけない。その意味に注意が必要です。長所を使って生きて行くと言った時、長所は自分の人生を切り開く為にあると

考えがち。でもそうじゃない。では、長所とは何なのか? 長所は自分にしかないもの。他の人が持っていないもの。も

し他の人が生まれ持っていたら、長所ではない普通のもの。他の人が持っていない、自分だけが持っているんです。 

 
関西の進学塾の元講師。多く

の生徒を超難関校合格へと導

く。学力だけではなく人間力

を伸ばす指導法は絶大な支持

を受ける。現在セミナー講師

として活躍中!! 

では長所とは何のためにあるんでしょう? 他

の人のためにあるんです。長所と言うのは、

「自分を幸せにするために」って考えていく

と、誰も必要としてくれません。でも、みん

な、なんで持っていないの? なんで自分が持

ってるの? 突き詰めて考えると、長所は、他

の人は持たず、自分が持って生まれた。つま

り、長所は持って生れなかった人のために使

うということに気づくはずです。そういう風

に長所を使って生きる。そう生きると、どん

どん、どんどん、その長所を必要としてくれ

る人が増えるんではないでしょうか? 子ども

に伝えるのも大事ですが、なかなかうまく伝

わらない。だから子どもたちがある一定の年

になった時に自然に気付けるように、大人た

ちがそう言う生き方をしておくというのが大

切ではないでしょうか? どうしてもいい部↗ 

分に気付くと、私利私欲を考えてしまいがちなんです。けれども、長い間人生を通じてずっと幸せで

いるためには、それを持って生れなかった人のために使うというスタンスが必要です。そうして生き

ると、長所は人から好かれる場所になる。人から好かれる要素になる。しかし逆をやってしまうと最

悪なんですよ。せっかく長所を持っているのに、それを人から嫌われるために使う人もいるんです。

勉強ができる子が「君、こんなのもできないんだ」と鼻にかける。せっかく優秀に持って生れたのに、

そんなこと言ったら人から嫌われるじゃないですかって思うけど。初めから長所はみんなのために使

うんだなって思っていたら、初めからそんな反応はしないんじゃないかと思うんです。長所は人から

好かれる要素になって、そうやって生きてはじめて、長所は長所として輝きはじめるんじゃないでし

ょうか。そうなると短所とは何でしょう? 人間である限り短所をどうしても持って生まれます。僕に

も皆さんにもある。とてもポジティブな考え方ですが、短所のいいところは他の人の長所を生むとい

う所です。今の考え方を解析すると、短所は長所を持っている人に上手に助けてもらうために持って

いるんだなってなる。どうしても苦手なものは誰にでもある。それを人から嫌われるように使う人も

いる。逆に、出来ない事・苦手なことを人から助けてもらうように使う人もいる。そうなってくると、

長所はそれを持っていない誰かのために、短所はそれ(長所)を持っている人と仲良くするためにある

ということになります。こう考えると、両方とも人から好かれるために使うんだなと気づく。両方と

も人から嫌われるために使うと、孤立し社会で生きにくくなる。「俺はすごい才能を持っているのに

何で気付かないんだ」みたいな人が出てくる。僕らは長所も短所も人から嫌われるために使ってしま 



 

 

退屈な毎日を捨てて海外に行きたい! 

もっと刺激的な日々を送りたい!!とい

う気持ちになります。感動、間違いあ

りません! 主人公は高 1 男子の泳(ｴ

ｲ)。同級生を見ていても、父親やまわ

りの大人たちを見ていても見本とした

くなるワクワクするような未来を想像

できない。このまま世間に流されなが

ら大人になってしまい、当たり障りの

ない将来を生きるのだろうか? そんな

生き方に疑問を持つ泳は、“終わらない

波”ポロロッカの存在を知る。「この波

に乗ってみたい―」こみ上げる想いに

泳はアマゾン行きを決意する。アルバ

イトや両親の説得を経て、退屈な日常

が動き出す。降り立った異国で出会っ

たのは、様々な価値観を持った人々。

泳はもがきながらも、少しずつ成長し

ていく…。一歩踏み出す勇気、どこか

に置き忘れてきた自分自身を再発見す

る感動の傑作!!  まとめ小林義和 

う人生にしてはいけない。せっかく持って生れた長所なんですから人のために使っていこうと志を決めた

瞬間に、それを必要としている人が世の中にバーっと広がる。あとはその人たちと出会うだけです。自分

の短所を隠すことなく、誰かに助けてもらおうって思いながら出会う。するとそれを助けてくれる人がい

る。例えば好きなアーティストの歌を聞いて感動できる。自分にその声がないからです。だからその人た

ちが歌ってくれてありがたいと思う。こうやって世の中って成り立っている。僕らは長所と短所の両方が

あるから人と仲良くなれるんだと感じることができるんじゃないか。その長所と短所なんですが、「それ

って何?」って聞かれると困っちゃうんです。自分では解らないんです。僕たちはなぜ長所・短所と認識す

るのか? それは人と出会うからです。 
  

人と出会う 人という鏡に自分を写すことでそれに気付く事ができます。その人と出会わなければ、長

所・短所はわかりません。人に言ってもらって始めて気がつく。自分が普通にやっていることを他の人は

普通にできないことだってあるわけです。その時に初めてわかる。もっと直接的に「あなたスゴイね」っ

て誉めてくれる人もいる。人と出会わなければ長所も短所も解りません。するとどうやって人と仲良くす

ればいいかが解らなくなる。長所がなければ自分が何で人を助けよう、どんなことをして役に立とう、そ

れが解らなくなります。短所がなければ助けてもらうことができなくなる。上手に助けてもらうのも 1つ

の才能。助けてもらうために僕らは短所を持って生れたと考えるだけで僕らはすごく気が楽になる。ただ

人と出会うのはストレス。しかし悪い事ばかりではない。人と出会う事で自分の長所が解るかもしれない。

いろんな人と出会う事で新しい長所に気付けるのかもしれない。だからいろんなところに足を運んでいろ

んな人と出会うのをやめてはいけない。ということで、僕たちはどういう風にして自分の長所短所を見つ

けて行くのか? それは人と出会ってでした。人という鏡に自分を写すことによって自分がどんな人かが解

ります。そこでわかった長所と短所をどうやって使うのか? 長所は人を助けるために、短所は人から助け

てもらうために使う。別の言い方をすると、どちらも誰かと仲良くなるために使うんだ。そう心がけるこ

とで人生はどんどんどんどん開けてくると思います。いろんな人たちと仲良くなれるんじゃないかな。で、

そこで最後に働くという話をします。 
  

働く 働くということを、自分の時間をお金に変える行為だと思っている人がいます。自分の人生は有限

です。有限な時間をお金に変えるという生き方をすると、有限のものしか手に入りません。ところが働く

というのは、自分の時間を誰かの喜びに換えるという行為です。それができるようになると有限の自分の

人生という時間が無限大の大きさに変わる。喜んでくれる人を増やせばいい。喜んでくれる深さを深くす

ればいい。すると自分の時間はものすごく大きな世の中の喜びに変わっていきます。で、そうやって自分

の時間を誰かの喜びに換えることを働くと呼びます。報酬として手に入るものははたくさんあります。例

えば人と人とのつながり、没頭する時間。誰かを幸せにしようとして一生懸命考えると、時間を忘れて時

間を過ごすことができます。もちろんお金という報酬も手に入ります。でも今の話からすると、お金だけ

が報酬じゃないんだなということが解ります。実際に僕たちはお金さえ手に入れれば幸せになるかという

とそうではないんです。お金は手に入っても幸せにはなれないということを既に知っています。何が手に

入ったら幸せですか? 例えば、人とのつながり。誰かに喜ばれている自分という存在。そしてそれをずー 

っと続けることでもっと幸せな人生に気付く。つまり、自らが生まれてきた意味を知ること。使命

と出会うことです。皆さんの人生を 5年間費やした時に、幸せにできる人の数が 10名しかいない

とする。でも 1億 2,000万の人を幸せにできると気付けた瞬間があるとします。すると僕らは、こ

れをやるために生まれてきたんじゃないかなと自分で自分を信じることができます。使命って言う

のはそうやって自分で信じることができてスタートするんですね。例えば今日一日僕が一生懸命生

きることで、この場にいる 130人という人を幸せにできるかもしれない。親学塾をしなければ、せ

いぜい幸せにできるのは 3～4名。でも皆さんに集まってもらってここに来て話しをすれば、もし

かしたらもっと幸せに出来たかも知れない。そう考えると皆さんの前で話をするのが自分の役割な

のかなって。家でじーっとしているよりも、ここへ来て皆さんの前で話をするのが自分の役割なの

かなって思う。他の時間の使い方をすると、もしかしてもっとたくさんの人を幸せにすることがで

きるのかもしれない。それを発見した時に「あっ、これをやるために生まれてきたんじゃないのか

な?」って確信に変わってくる瞬間がある。僕らは働くことで自分の使命に出会う。これは確信で

きる間違いないこと。とりわけこの講演は親学塾、親として何が残せるかというのも今の言葉に集

約されていると思います。有限に時間という限りあるものを、無限の誰かの喜びに変えるというの

は、多分有限の人生を無限の何かに変えるという行為なんだと思います。そして人生の中で僕たち

が一生懸命集めたものは何も残らない。死んだ後には何も残らないんです。だけど人生を通じて誰

かを幸せにしようと思ってあげ続けたものは残る。ずっと残って行きます。だから何をあげ続ける

ことで僕らは何を残そうとしているのかというのが決まって行くんだと思う。是非働くことによっ

て使命と出会うようなそんな時間の使い方ができればいいんじゃないかなあと思います。   ↗ 

今回の話は、1日区切りで生きるという考えを

ベースにしながら、そしてその 1日を楽しむと

決める。そして小さいことでいいので自分との

約束を守り続ける。すると自分に自信がわいて

くる。自分に自信がわけば、自分は何でもでき

るということに気付ける。で、そのためには、

いろんな人と出会う必要がある。少しでもいろ

んな人と出会えるように行動してほしい。人と

出会う中で長所と短所を知り、自分の中に長所

があるということを自分が知るということ。そ

の長所を誰かを幸せにするために使う、それを

持っていない人のためにあるんだと感じる。短

所は長所を持っている人と仲良くなるために

あるんだなと感じ、人に助けてもらうためにあ

ると知る。助け助けられ、そして自分の使命と

出会う。そんな幸せな人生を送ってもらいたい

と思っています。 

それでは次回は最終回の 5 回目!!お楽しみに♪ 

まとめ:小林義和 

意外と難しい InとAtの違い
英語を話す外国人と初めて会った時、最初に挨拶

をするのはもちろんですが、その後よく、What do 

you do?と聞かれますよね。学生さんでしたら I’m a 

student. ですし、専業主婦であれば、I’m a full-time 

homemaker. 看護師でしたら I’m a nurse.となるので

すが、では Where do you work?と聞かれた時、I work 

at XXX hospital. となりますね。では看護師ではな

いけれども、病院の中で働いている場合、work at

なのか work in なのか迷った事はありませんか？ 

work at も work in も基本的には正しいのですが、

ピンポイント的に場所を伝える時や会社名を使う

時は通常 “at” です。“in”の持つニュアンスはその

空間（3D 的な囲まれた場所）と言う事なので、病

院という建物の中！となっています。 

I work at a hospital（どこの病院でと特定してない場合）と言うと、医者、看護師、又は受付

等、病院全般に関わった仕事をしているイメージがあります。場所は病院ですが、医療に関

係してない場合は in a hospital もありです。もちろん、広い空間としての場所、又は土地の

場合は I work in Tokyo. 仕事の内容も“in”です。I work in the sales department. / I’m in sales. 

「営業をやっています。」そして”Who do you work for?” には、その会社に雇用されている

と言う意味で I work for XXX. 誰かの下で働いてる I work for Mr.X. も使えます 。“with”を

使った I’m with IBM.と言う言い方もありますね。ですが、I work with IBM.と言った場合は、

自分は提携会社、又は self-employed 等のコンサルタントとしてその会社と仕事をしている、と

言う意味合いを持ちます。なんらかのプロジェクトで IBM と仕事をしている場合にも使えそ

うです。さて最後に、これらの前置詞を使ったよくある例を参考として挙げてみます。友

達との横浜駅での待合わせで時間になったのに友達が居なくて、電話すると、、 

A “Where are you?   

B “I’m at the station.” 

A “Me, too! Where in the station?” 

B “At JR west exit!” 

A “Huh? So am I! We always have trouble finding each other in Yokohama station, don’t we?” 



 


